
①  混雑予測システム「eyekon」

② スポーツ観客動員の分析 ④ システムの概要と構成

③ 観客動員の要因分析と混雑予測モデル

http://eyekon.tokyo/

未来の混雑を予測する

混雑！

目的地

現在地

快適な移動

 

会場

東京ドーム
（東京都文京区）

● 予測モデルの一例（プロ野球・J リーグ）

● 混雑予測モデル

IAI スタジアム日本平
（静岡県静岡市）

※Stratified 5-fold による F1 値の平均で、1 が最も高性能

予測モデルに用いる説明変数の組み合わせ AIC（※）

対戦ホームチーム -269.46
-267.70
-241.19
-231.51

対戦ホームチーム、開催時間帯
対戦ホームチーム、開催曜日
対戦ホームチーム、対戦ホームチームの順位

● モデル選択基準の一例（プロ野球全試合）

※AIC はモデルの選択基準であり、値が小さいほど良い

説明変数 性能（※）

0.84試合ホームチーム、
開催月

対戦チーム本拠地間の距
離、開催曜日、試合種別

0.88

● 利用イメージ

● システム構成

日時とエリアを指定：3/31 から 4/1 の東京都エリア 混雑度

比較的空いている

やや混んでいる

混んでいる

※ 画面は利用イメージです

定常的な混雑

イベント開催に伴う
突発的な混雑

朝 昼 夜
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● プロ野球における観客動員数のヒストグラム

【東京ドーム】

【西武ドーム】

都市における混雑には、通勤通学による定常

的な混雑のほか、イベント開催により短時間

に多くの人が移動したり、交通支障が発生し

て代替経路に人が集中したりすることで発生

する、突発的な混雑がある。

プロスポーツイベントは、一試合ごとに数万

人の観客を動員し、突発的な混雑の大きな要

因となる。そこで大規模な集客を見込み、か

つ観客動員数が公開されているプロ野球や J

リーグの試合を例に、様々な観点から観客動

員の分析を行なった。会場によっては試合ご

とに、最大で約 3 万人の差が生じており、この

ばらつきは会場周辺の混雑を予測する上で、

大きな影響を与える要素であるといえる。

観客動員数を予測するために、各試合の詳細

情報（対戦チーム等）、カレンダーや天気な

ど、様々な情報を収集し、動員に影響を与え

る要因を分析した。動員は対戦チームのほ

か、曜日などの日時と相関が強いことが分

かった。これらを説明変数とした予測モデル

を作成し、混雑予測システムへ組み込んだ。

利用者は自身の行動予定に合わせて、日時と

エリアを指定すると、周辺で開催されるイベ

ント情報に基づくエリアの混雑情報を知る

ことができる。このシステムでは、イベント

会場のイベントカレンダー情報や、スポーツ

観戦動員の予測に用いる試合の詳細情報を、

ウェブの公開情報から取得している。これら

の情報から混雑予測モデルの予測結果とあ

わせて、利用者へ混雑情報を提供する。

混雑予測システム「eyekon」は、イベント会場

周辺地域の混雑度を提供するウェブサービス

である。ウェブ上から取得できるイベント情

報を元に、利用者の行動予定に合わせた未来

の混雑度を予測する。

利用者は、未来の混雑予測情報を得ることで、

外出日時の変更や、混雑を避けた経路を選択

することができる。eyekon を利用すること

で、混雑の影響を回避して移動でき、快適な都

市生活を送ることができる。

2017 AIIT PBL

情報アーキテクチャ専攻 主担当教員：中野 美由紀 教授
副担当教員： 酒森 潔 教授　柴田 淳司 助教 

（前期）土屋 陽介 助教 
（後期）大﨑 理乃 助教

新井 教広
一ノ木 繁
金丸 正憲

鎌柄 拓史
小林 峻
吉野 悦朗

ウェブ上のデータを活用した混雑分析及び予測システムの開発

中 野 PT


